
　
丸
鋸
は
加
工
速
度
が
速
く
扱
い
も
容
易
で
、
木
材
や
金
属
、
樹
脂
な
ど
幅
広
い
素
材
の
切
断
に
使
わ
れ
て
い

る
。
メ
ー
カ
ー
各
社
は
高
精
度
、
高
速
化
へ
の
対
応
を
柱
に
製
品
開
発
を
追
求
。
市
場
動
向
で
は
国
内
で
消
費
増

税
を
前
に
前
年
が
住
宅
用
途
で
伸
び
を
示
し
た
が
、
自
動
車
業
界
で
の
海
外
生
産
シ
フ
ト
な
ど
も
背
景
に
、
需
要

が
見
込
ま
れ
る
海
外
市
場
へ
の
対
応
を
強
め
て
い
る
。

ア
マ
ダ
マ
シ
ン
ツ
ー
ル

　
ア
マ
ダ
マ
シ
ン
ツ
ー
ル
の
超

硬
丸
鋸
盤
Ｃ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
は
、

高
剛
性
フ
レ
ー
ム
に
よ
り
安
定

し
た
高
速
切
断
を
可
能
に
す

る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
数
値
制

御

Ｃ
Ｎ
Ｃ

機
能
の
採
用

で
、
最
適
な
条
件
で
切
り
込
み

を
制
御
し
、
高
生
産
性
と
超
硬

丸
鋸
刃
の
寿
命
向
上
を
実
現
、

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

主
要
部
分
へ
の
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
ー
、
ボ
ー
ル
ネ
ジ
や
リ
ニ

ア
ガ
イ
ド
の
採
用
で
マ
シ
ン
動

作
の
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
周
辺
装
置
も
顧
客

の
要
望
に
応
じ
て
素
材
供
給
装

置
か
ら
製
品
搬
出
装
置
ま
で
、

超
硬
丸
鋸
盤
の
シ
ス
テ
ム
化
を

提
案
。
サ
ー
ビ
ス
面
で
も
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
充
実
に
よ
り
、
顧

客
の
信
頼
を
得
て
い
る
。

幅
広
い
分
野
で
活
用
す
る
丸
鋸

丸
鋸
と
丸
鋸
切
断
機

性
能
・
品
質
で
モ
ノ
づ
く
り
支
え
る

天
龍
製
鋸

　
天
龍
製
鋸
は
創
業
か
ら
１
０

０
年
を
越
え
る
歴
史
の
中
で
、

信
頼
さ
れ
る
製
品
を
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
に
提
供
し
て
い
る
。
棒

鋼
や
パ
イ
プ
、
異
形
材
か
ら
複

合
材
に
至
る
ま
で
、
独
自
の
設

計
と
最
新
の
製
造
設
備
を
も
と

に
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
高

で
あ
っ
た
薄
肉
パ
イ
プ
や
ス
テ

ン
レ
ス
鋼
、
工
具
鋼
切
断
に
お

い
て
も
最
新
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

技
術
で
著
し
く
鋸
刃
寿
命
が
向

上
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
ま
た
、
積
極
的
な
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
を
図
っ
て
お
り
、
ア

メ
リ
カ
や
中
国
、
タ
イ
、
欧

州
、
イ
ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
で
も

高
い
評
価
と
信
頼
を
獲
得
し
て

い
る
。

主
要
各
社
の
製
品
＆
技
術
〈
掲
載
順
不
同
〉

…
…
…
各
社
の
紹
介
、
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
…
…
…

輸
出
が
け
ん
引
丸
鋸
の
生
産

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ６月３日 火曜日 　　

　
幅
広
い
産
業
界
の
用
途
で

活
用
さ
れ
る
丸
鋸
は
回
転
刃

物
の
ル
ー
ツ
と
も
言
わ
れ

る
。
当
初
、
製
材
や
木
工
加

工
で
活
用
さ
れ
た
丸
鋸
は
、

そ
の
切
削
対
象
物
の
多
様
化

と
と
も
に
技
術
開
発
も
進

展
。
加
熱
圧
延
さ
れ
た
鉄
材

を
切
断
す
る
ホ
ッ
ト
ソ
ー
、

冷
間
状
態
で
金
属
を
切
断
す

る
コ
ー
ル
ド
ソ
ー
を
は
じ

め
、
チ
ッ
プ
ソ
ー
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ソ
ー
な
ど
、
加
工
対

象
物
に
対
応
し
た
技
術
開
発

が
進
ん
だ
。
製
紙
、
金
属
、

樹
脂
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
、
そ
の
対
象
範
囲
も
拡
大

し
て
い
っ
た
。

　
そ
の
使
用
範
囲
を
ベ
ー
ス

に
、
メ
ー
カ
ー
に
問
わ
れ
る

の
が
高
速
化
や
高
精
度
、
こ

れ
に
関
わ
る
高
剛
性
へ
の
対

応
だ
。
効
率
化
追
求
の
な
か

で
、
歩
留
ま
り
改
善
の
ニ
ー

ズ
も
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
メ
ー
カ
ー
各

社
で
は
要
求
に
対
応
し
た
　

開
発
に
余
念
が
な
い
。
切
断

速
度
の
高
速
化
で
は
高
剛
性

フ
レ
ー
ム
を
採
用
し
た
り
、

こ
れ
と
連
動
し
て
刃
厚
を
薄

く
す
る
な
ど
の
対
応
が
進

む
。
刃
厚
を
薄
く
す
る
薄
肉

化
に
よ
り
、
被
削
材
と
接
す

る
面
積
が
減
少
し
、
摩
擦
力

が
低
下
。
こ
れ
に
よ
り
切
断

ス
ピ
ー
ド
の
向
上
に
つ
な
が

る
。

　
こ
れ
は
、
刃
厚
の
分
だ
け

発
生
す
る
切
り
粉
も
減
り
、

被
削
剤
の
歩
留
ま
り
改
善
に

も
寄
与
す
る
。
環
境
対
応
に

限
ら
ず
、
生
産
の
効
率
化
を

追
求
す
る
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ

に
も
応
え
る
も
の
だ
。

　
高
速
化
に
伴
い
出
て
く
る

騒
音
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

鋸
刃
形
状
の
工
夫
や
、
鋸
表

面
に
複
数
の
ス
リ
ッ
ト
を
入

れ
る
な
ど
の
対
処
方
法
も
進

ん
で
い
る
。

　
作
業
省
力
化
の
要
望
に
そ

っ
た
取
り
組
み
も
進
む
。
長

時
間
の
連
続
加
工
が
で
き
る

も
の
や
、
最
適
な
条
件
で
切

り
込
み
を
制
御
す
る
機
能
な

ど
を
搭
載
。
ユ
ー
ザ
ー
側
の

使
用
環
境
に
合
わ
せ
た
省
力

化
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　
一
方
、
研
磨
機
で
は
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
向
け
に
ビ
レ
ッ
ト

や
形
鋼
、
パ
イ
プ
な
ど
を
切

断
す
る
ホ
ッ
ト
ソ
ー
、
コ
ー

ル
ド
ソ
ー
向
け
に
研
磨
機
を

開
発
す
る
事
例
も
出
て
い

る
。
製
鉄
所
に
導
入
さ
れ
た

研
磨
機
が
更
新
需
要
時
期
に

あ
る
な
か
、
対
応
す
る
メ
ー

カ
ー
が
事
業
か
ら
撤
退
し
て

い
る
こ
と
が
、
そ
の
要
因
と

も
な
っ
て
い
る
。

　
丸
鋸
で
は
ロ
ス
改
善
、
静

音
性
な
ど
の
環
境
面
へ
の
対

応
や
電
気
料
金
の
上
昇
に
よ

る
省
電
力
化
な
ど
、
高
品
質

を
追
求
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ

ー
ズ
に
は
終
わ
り
が
な
い
。

　
知
恵
を
絞
り
、
技
術
開
発

を
通
じ
て
高
品
質
を
追
求
し

て
き
た
業
界
。
そ
れ
だ
け
に

「
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
は
あ

る
」

丸
鋸
メ
ー
カ
ー

と
の
声
も
聞
か
れ
る
な
ど
、

多
様
な
要
望
に
応
え
る
モ
ノ

づ
く
り
に
か
け
る
メ
ー
カ
ー

側
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高

い
。

　
主
要
丸
鋸
メ
ー
カ
ー
が
加

盟
す
る
日
本
機
械
鋸
・
刃
物

工
業
会
に
よ
る
と
、
２
０
１

３
年
の
丸
鋸
の
生
産
額
は
前

年
度
比
１
・
７
％
増
の

億

７
３
０
０
万
円
。
輸
出
額
は

同
７
・
１
％
増
の

億
５
４

０
０
万
円
と
、
過
去
最
高
と

な
っ
て
い
る
。
輸
出
が
け
ん

引
役
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

基
調
は
過
去
の
統
計
と
の
比

較
で
明
確
だ
。

　

年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
前
の

年
時
点
と
比
較

す
る
と
、
輸
出
額

億
６

４
０
０
万
円

は
約
２
・
６

倍
に
増
大
。
生
産
額
が

年

億
６
９
０
０
万
円

か

ら
７
％
減
と
な
っ
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
る
と
、
輸
出
が

丸
鋸
生
産
の
け
ん
引
役
を
担

っ
て
き
た
こ
と
を
裏
付
け

る
。
長
き
に
わ
た
る
景
気
低

迷
や
、
製
造
拠
点
の
海
外
移

転
、
こ
れ
と
連
動
し
て
需
要

拡
大
す
る
海
外
市
場
の
営
業

強
化
な
ど
も
そ
の
背
景
に
あ

る
。

　
一
方
、
大
手
丸
鋸
関
連
メ

ー
カ
ー
の

年
３
月
期
決
算

を
み
る
と
、
国
内
で
は
住
宅

着
工
件
数
の
増
加
に
よ
る
住

宅
関
連
需
要
に
、
景
気
の
改

善
傾
向
を
背
景
に
し
た
設
備

投
資
の
増
加
な
ど
が
寄
与
し

て
い
る
。

　

年
度
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数

国
土
交
通
省
ま
と

め

は
前
年
度
比

・
６
％

増
の

万
７
２
５
４
戸
。

％
の
伸
び
率
と
い
う
２
ケ
タ

の
伸
長
は

年
度
以
来
で
、

消
費
増
税
前
の
駆
け
込
み
が

需
要
を
押
し
上
げ
た
格
好

だ
。
内
訳
は
持
ち
家
が
同

・
５
％
増
の

万
２
８
４
１

戸
、
貸
家
が
同

・
３
％
増

の

万
９
９
９
３
戸
で
、
分

譲
住
宅
は
同
３
・
８
％
増
の

万
９
１
４
８
戸
と
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、
製
造
木
工

用
や
住
宅
資
材
用
チ
ッ
プ
、

さ
ら
に
他
業
種
に
も
景
気
改

善
傾
向
で
設
備
投
資
も
増
加

し
、
金
属
チ
ッ
プ
ソ
ー
な
ど

が
動
い
た
。

　
海
外
市
場
で
は
北
米
市
場

で
自
動
車
関
連
、
東
南
ア
ジ

ア
市
場
で
は
自
動
車
関
連
に

加
え
、
合
板
関
連
用
途
が
好

調
に
推
移
し
た
。
一
方
で
、

海
外
生
産
子
会
社
で
は
円
安

に
伴
い
、
原
価
率
の
上
昇
を

招
い
て
も
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
「
悪

く
は
な
い
」

丸
鋸
メ
ー
カ

ー

と
、
慎
重
な
見
方
が
目

立
つ
。
ゆ
る
や
か
な
景
気
回

復
を
感
じ
つ
つ
も
、
国
内
で

は
消
費
増
税
後
の
住
宅
需
要

の
反
動
を
懸
念
。
自
動
車
業

界
も
そ
の
影
響
を
指
摘
。
国

内
自
動
車
販
売
の
縮
小
を
予

想
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
動

車
で
は

年
４
月
に
軽
自
動

車
増
税
を
控
え
て
お
り
、
そ

の
駆
け
込
み
需
要
に
期
待
す

る
見
方
も
あ
る
。

　
海
外
で
も
北
米
市
場
な
ど

で
の
需
要
増
に
期
待
感
が
あ

る
一
方
、
中
国
経
済
の
動
向

や
タ
イ
情
勢
の
不
安
定
要
因

に
つ
い
て
影
響
を
懸
念
す
る

声
も
聞
か
れ
る
。
た
だ
、
円

高
是
正
が
定
着
化
す
る
も
の

の
、
人
口
減
少
社
会
へ
と
ス

ピ
ー
ド
を
速
め
る
日
本
。
丸

鋸
関
連
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

も
、
製
造
業
に
共
通
す
る
課

題
と
し
て
、
生
産
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
る
。
自
動
車
業
界

は
、
海
外
の
需
要
地
で
の
現

地
生
産
化
を
推
進
す
る
な

ど
、
海
外
シ
フ
ト
を
明
確
に

し
て
い
る
。

　
丸
鋸
関
連
メ
ー
カ
ー
で

も
、
最
近
の
事
例
と
し
て
経

済
成
長
が
進
む
メ
キ
シ
コ

で
、
自
動
車
や
鉄
鋼
な
ど
の

工
業
用
刃
物
を
売
り
込
む
販

売
子
会
社
を
設
立
し
た
り
、

違
う
メ
ー
カ
ー
で
は
、
拡
大

す
る
イ
ン
ド
市
場
で
自
動
超

硬
研
磨
機
を
初
受
注
す
る
な

ど
、
海
外
で
の
展
開
を
強
め

て
い
る
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
は
あ

る
も
の
の
、
海
外
の
需
要
先

で
の
地
産
池
消
が
広
が
っ
て

く
る
。
現
地
生
産
や
営
業
拠

点
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
重
点
を
お

い
た
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

な
ど
、
丸
鋸
メ
ー
カ
ー
も
海

外
展
開
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
模
様
だ
。


